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株主のみなさまへ

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。第53期（2014年7月
1日～2015年6月30日）第2四半期累計期間における弊社の業績概要をご報告申し上げます。
　前期は、国の2013年度大型補正予算と2014年度予算が「15ヶ月予算」として連続的に執行
されたことによって下半期（2014年1月～6月）の受注が好調で、当期は期首に約82億円とい
う大きな受注残高を抱えてのスタートになりました。急激な業務量の増大は品質低下を招く恐
れがあることから一部で受注を抑制したために、当第2四半期累計期間（7月～12月）の受注高
は前年同四半期比90.8%にあたる66.2億円にとどまりましたが、売上高は前年同期比122.6%
にあたる29.8億円を計上することができました。
　下半期は、実施中の業務を高い品質で完成させるとともに、防災・減災事業、インフラの老
朽化対策、地方創生事業などへの積極的な参画・貢献を通して、事業の更なる発展を図る所存
です。株主の皆様には、今後とも一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　なお、弊社は東京支社の移転と跡地等の売却方針を決めましたが、これに伴って見込まれる
減損損失を当四半期決算で特別損失に計上しました。これにより、第53期通期の業績のうち
売上高、営業利益、経常利益は前回予想どおりですが、当期純利益については前回予想を下回
る見込みとなり、去る2月10日付けで修正いたしましたので合わせてご報告いたします。

2015年3月
代表取締役社長　高久　晃
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決算ハイライト
Point 1

Point 2

Point 3

受注高は、受注業務の選択と集中を徹底した結果、前年同期増減率は9.2％の減少。
売上高は、前期からの豊富な繰越業務の影響により、前年同期比122.6％で大幅増。
経常利益は、粗利が増加した結果、固定費増を吸収し前年同期に比べ増益。

6,620百万円
前期比90.8％
増減額 △667百万円

Point 1 △679百万円
増減額 137百万円

Point 3

前期比122.6％
増減額 551百万円

●売上高 ●経常利益
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注	1．△印は、マイナスを示しております。
	 2．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）
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プロジェクト紹介

ニャッタン橋（日越友好橋）完成

　ベトナムの首都ハノイ市にて2015年1月4日に完成式典が行われました。日本から
太田昭宏国土交通大臣を始め大勢の方々が出席し、盛大な式典となりました。
　ニャッタン橋は、物流の効率化、交通渋滞緩和を目的に日本のODAで建設された
東南アジア最大級の橋梁であり、ハノイ市中心部からノイバイ国際空港を繋ぐ環状2
号線の一部に架けられました。
　当社は、株式会社長大とジョイントベンチャーを組み本プロジェクトに参画し、主
橋梁部の詳細設計及び施工監理を実施しました。
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株主様アンケートのご報告

　第52期株主優待のアンケートでは多くの株主様から
ご回答をいただきました。
　ご協力いただき、誠にありがとうございました。みな
さまからの貴重なご意見を真摯に受け止め、今後の経営
やIR活動に反映させていきたいと考えています。

ご回答者数　2,866名
(男性：73％　女性：27％)

当社株式の購入目的（複数回答可）

株主様からの声

世代例
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21％

70代
11％

80代～
4％

50代
19％

株主優待において、
株主様より寄付をお
選びいただきました
分は、当社より公益
社団法人セーブ・ザ・
チルドレン・ジャパ
ンに寄付をさせてい
ただきました。

住みよい社会にはインフラが絶
対に必要です、応援しています。

ありがとうございます。経営理念であります
「美しく魅力ある国土の建設と保全」、「安全
で快適な住まい環境の創出」に貢献するとと
もに、企業価値の向上に努めてまいります。

ありがとうございます。今回プロジェクト
紹介にて、海外大型業務を紹介させていた
だきました。今後も企業の成長に向けて、
全社一丸となって取り組んでまいります。

企業の成長と海外比率の向上を
期待しています。
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増減額 291
前期比 178.7%

増減額△ 30
前期比 90.8%

増減額△ 180
前期比 84.8%

増減額△ 247
前期比 93.6%

増減額△ 286
前期比 85.7%

部門別の概況

増減額 209
前期比 117.0%

増減額 82
前期比 116.1%

【事業内容】
橋梁や地下構造物等を中心とした
新設構造物の計画・設計業務及び
既存構造物の点検、補修・補強、
修繕計画等の保全関連業務

【主な受注業務】
・�東京都より等々力大橋（仮称）橋
梁詳細設計業務
・�本州四国連絡高速道路管内にお
ける瀬戸大橋（吊橋）耐震性能照
査業務

【事業内容】
道路計画・設計、交通計画、都市
及び地方計画、環境調査・計画等
に関する業務

【主な受注業務】
・�岐阜県における道の駅防災機能
強化型次世代エネルギー導入推
進事業委託業務（南飛騨小坂は
なもも）
・�三重県における一般国道477号
四日市湯の山道路道路改良事業 
環境影響評価（現況調査）業務

【事業内容】
河川・砂防計画、地質調査、探査、
港湾等の調査・計画・設計に関す
る業務

【主な受注業務】
・�荒川上流河川事務所管内におけ
る荒川中流部築堤段階施工外検
討業務
・�湯沢河川国道事務所管内におけ
る八幡平山系（秋田県側）大規模
土砂災害危険度調査検討業務

【事業内容】
国外における道路及び橋梁建設プ
ロジェクトの調査・計画・設計業
務ならびに国内外における工事の
実施に関する施工監理業務等

【主な受注業務】
・�ベトナム国におけるベトナム・
ダイガイ橋建設事業・予備可能
性調査コンサルティング業務
・�西日本高速道路（NEXCO西日本）
管内における阪和自動車道 和歌
山管内土木工事施工管理業務

構造保全 社会創造 防災 海外・施工管理
受注高

3,596
受注高

1,716
受注高

1,004
受注高

302
売上高

1,437
売上高

660
売上高

589
売上高

301

増減額 46
前期比 118.1%

受注高
構成比

54.3%

受注高
構成比

25.9%

受注高
構成比

15.2%

受注高
構成比

4.6%
売上高
構成比

48.1%

売上高
構成比

22.1%

売上高
構成比

19.7%

売上高
構成比

10.1%

（単位：百万円）
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貸借対照表の概要

▶▶

▶▶

▶▶

流動資産

5,198

流動資産

5,645

固定資産

4,773 固定資産

4,322

資産合計
10,419

資産合計
9,521

〈第52期〉前期
2014年6月30日現在

〈第53期〉当第2四半期
2014年12月31日現在

●現金及び預金
338

●有形固定資産
3,133

●無形固定資産
106

●投資その他の資産
1,082

●現金及び預金
3,166

●有形固定資産
3,653

●無形固定資産
106

●投資その他の資産
1,013

Point 1

Point 2

▶▶

▶▶

▶▶

負債純資産合計
9,521

負債

6,209

純資産

3,311

負債

6,116

純資産

4,303

〈第52期〉前期
2014年6月30日現在

〈第53期〉当第2四半期
2014年12月31日現在

●流動負債
5,159

●固定負債
1,049

●株主資本
3,121

●評価・換算差額等
190Point

●流動負債
4,998

●固定負債
1,117

●株主資本
4,093

●評価・換算差額等
210

負債純資産合計
10,419

Point 3

（単位：百万円）

Point 1

Point 2

Point 3

現金及び預金は、運転資金及び諸税金の支払いによる減少。
有形固定資産は、東京支社の移転決定に伴う減損損失の計上よる減少。
株主資本は、四半期純損失の計上による減少。

※記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書の概要
Point 1

Point 2

Point 3

売上高は、前期からの豊富な繰越業務の影響により、前年同期比122.6％で大幅増。
営業利益は、粗利の増加により固定費増を吸収し、前年同期に比べ増益。
当期純利益は、減損損失の計上により、前年同期に比べ減益。

▶▶

▶▶

営業利益
△816

売上高
2,437

〈第52期〉前第２四半期
2013年 7月 1日から2013年 12月 31日まで

〈第53期〉当第２四半期
2014年 7月 1日から2014年 12月 31日まで

営業外収益
12

営業外費用
11

四半期純利益
△913特別損失

450 法人税等合計
216

Point 1

Point 2 Point 3

売上高
2,988

売上総利益
514

経常利益
△816

売上総利益
719

営業利益
△680

経常利益
△679

四半期純利益
△539
四半期純利益
△539

（単位：百万円）

注	1．△印は、マイナスを示しております。
	 2．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
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キャッシュ・フロー計算書の概要
Point 1

Point 2

Point 3

営業活動CFは、受注業務の選択と集中により業務受入金が減少し、前年同期比119.4%の使用。
投資活動CFは、社内インフラ設備の老朽化対応等により1億6千4百万円の使用。
財務活動CFは、資金繰りが好転し新たな資金調達が減少した結果、前年同期比91.3%の獲得。

2,511
現金及び
現金同等物の
期首残高

3,166
現金及び
現金同等物
の期首残高

△3,600
営業活動による
キャッシュ・フロー

〈第53期〉当第２四半期
2014年 7月 1日から2014年 12月 31日まで

△164
936 338

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

Point 1

Point 2
Point 3

▶▶〈第52期〉前第２四半期
2013年 7月 1日から2013年 12月 31日まで

0
現金及び

現金同等物に係る
換算差額△195

1,024 324

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
四半期末残高

0
現金及び

現金同等物に係る
換算差額

△3,016
営業活動による
キャッシュ・フロー

（単位：百万円）

注	1．△印は、マイナスを示しております。
	 2．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。
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企業インフォメーション

5,022,464
（65.6％）

個人・その他

●所有者別株式数の分布

1,111,000
（14.5％）

金融機関

117,979
（1.5％）

金融商品
取引業者

1,088,529
（14.2％）

その他
法人

12,901
（0.2％）

外国法人等

307,127（4.0％）
自己名義株式

7,660,000
合計

社　名	 大日本コンサルタント株式会社
	 NIPPON ENGINEERING CONSULTANTS CO., LTD.
設　立	 1963年（昭和38年）1月23日
資本金	 13億9千9百万円
社　員	 社員総数　578名（男性543名　女性35名）
	 平均年齢　45.2歳
	 平均勤続年数　16.4年
子会社	 Nippon Engineering-Vietnam Co., Ltd.
	 NEテクノ株式会社

代表取締役社長	 高久　　晃	 常勤監査役	 橋本　　豊
専 務 取 締 役 	 土井　　朗	 社外監査役	 前田與志猛
常 務 取 締 役	 新井　伸博　	 社外監査役	 鎌田　廣司
取　　締　　役	 古味　敏行  　
取　　締　　役	 楠本　良徳
取　　締　　役	 中岡　和伸
取　　締　　役	 井藤　晋介
社 外 取 締 役 	 吉田　　勝

会社概要 （2014年12月31日現在） 所有者別株式数の分布 （2014年12月31日現在） 地域別株主の分布 （2014年12月31日現在）

役員一覧 （2014年12月31日現在）

●地域別株主の分布

44名（1.2％）
北海道

3,727名
総数

139名（3.7％）
東北

1,625名（43.6％）
関東

752名（20.2％）
中部

741名（19.9％）
近畿

179名（4.8％）
中国

87名（2.3％）
四国

151名（4.1％）
九州

9名（0.2％）
海外
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単元株式

買増制度

○�株主総会で議決権を行使できる。
○�証券市場で売買できる。

55株（お持ちの45株を100株にするた
めに必要な株式）を、当社から市場価格
でご購入いただけます。

株主名 持株数（千株）持株比率（％）
大日本コンサルタント社員持株会 701 9.54
大日本コンサルタント社友持株会 494 6.72
株式会社 北陸銀行 325 4.43
日本マスタートラスト信託銀行 株式会社 274 3.73
古河機械金属 株式会社 190 2.59
株式会社 三菱東京UFJ 銀行 181 2.47
川田テクノシステム株式会社 172 2.34
富士前鋼業 株式会社 165 2.24
富士前商事 株式会社 146 1.99
三菱UFJ 信託銀行 株式会社 140 1.90

発行可能株式総数� 24,000,000株
発行済株式の総数� 7,660,000株
株主数� 3,727名
� （前期末比95名増）
大株主

（例）45株をお持ちの株主様の場合

株式の状況 （2014年12月31日現在） 単元未満株式（1株～99株）をお持ちの株主様へ

単元未満株式の買増および買取、
配当金受領方法など

注１．自己株式307千株は上記大株主から除いております。
また、持株比率は、自己株式を控除して計算しており
ます。

　２．日本マスタートラスト信託銀行株式会社の持株数のう
ち、信託業務に係る株式数は274千株であります。
なお、その内訳は、信託口137千株、退職給付信託口
137千株であります。

単元未満株式（1株～99株）とは 単元株式（100株）にするには
当社の最低売買単位である1単元（100株）に
満たない株式のことをいい、単元未満株式（1
株～99株）については、証券市場で売買する
ことはできません。

単元未満株式をお持ちの株主様は、当社に対
し市場価格で、単元未満株式につき、単元株
式（100株）にするために必要な株数を当社か
らご購入（買増制度）または単元未満株式をご
売却（買取制度）いただくことが可能です。

また、単元未満株式の買増および買取にかか
る当社の手数料は無料ですので、ご利用をご
検討ください。
注．�お取引のある証券会社等へ支払う手数料については、
別途証券会社等にご確認ください。

●�株主様の口座があるお取引の証券会社にお問い合
わせください。
●�証券会社に口座がなく特別口座が開設されました
株主様は、特別口座の口座管理機関である三菱
UFJ信託銀行株式会社（ 0120-232-711）にお
問い合わせください。

単元未満
株式

買取制度

×�株主総会で議決権を行使できない。
×�証券市場で売買できない。

当社が、45株を市場価格で買い取らせ
ていただきます。
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株主メモ

この用紙は再生紙を利用しています。

事業年度	 7月1日～翌年6月30日
定時株主総会	 毎年9月
基準日	 定時株主総会	 6月30日
	 期末配当	 6月30日
1単元の株式の数	 100株
公告の方法	 電子公告により行います
公告掲載URL	 http://www.ne-con.co.jp/
（ただし、やむを得ない事由により電子公告を行うことが
できない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。）
上場証券取引所	 東京証券取引所（市場第二部）
株主名簿管理人	 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関
同連絡先	 三菱UFJ信託銀行株式会社
	 証券代行部
	 〒137-8081
	 東京都江東区東砂七丁目10番11号
	 電話　0120-232-711（通話料無料）

株式に関する事項 当社お問い合わせ窓口

IR年間スケジュール

ユニバーサルフォントを使用しています。

経営企画室	 〒170-0003 東京都豊島区駒込三丁目23番1号
	 TEL 03-5394-7611（代）　E-mail info@ne-con.co.jp

会社情報、事業紹介、株主・投資家情報などを公
開しております。ぜひご利用ください。

http://www.ne-con.co.jp/

ホームページのご案内

第 1四半期 第 2四半期
７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

第 3四半期 第 4四半期
４月 ５月 ６月

第３四半期
決算発表

期末配当株主確定

第２四半期
決算発表

株主総会開催
期末配当金支払開始

第１四半期決算発表通期
決算発表

招集通知送付


